


　
天
保
２
年
２
月
、
能
登
国
鳳
至
郡
（
ふ

げ
し
ぐ
ん
）
皆
月
村
（
現
・
石
川
県
輪
島

市
門
前
町
）
の
皆
月
善
兵
衛
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。
昔
か
ら
加
賀
や
能
登
の
人

た
ち
の
次
男
や
三
男
は
早
く
か
ら
北
前
船

の
船
乗
り
を
志
す
人
が
多
く
、
善
六
も
北

前
船
の
船
頭
を
勤
め
て
い
た
。
　
　
　
　

　
明
治
６
年
、
日
本
郵
船
の
船
長
を
し
て

い
た
時
、
知
床
岬
沖
を
航
海
中
、
知
床
連

山
に
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
、

あ
の
煙
は
硫
黄
だ
と
野
心
に
燃
え
た
善
六

は
翌
年
春
、
横
浜
港
に
帰
港
す
る
と
同
時

に
日
本
郵
船
を
退
職
し
て
函
館
に
渡
来
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
明
治
７
年
、
雪
解
け
を
待
っ
て
斜
里
村

か
ら
人
跡
未
踏
の
知
床
連
山
に
挑
み
、
イ

タ
シ
べ
ウ
の
硫
黄
鉱
山
を
発
見
し
て
開
鉱

に
着
手
す
る
。
翌
８
年
の
秋
ま
で
に
開
鉱

か
ら
海
岸
ま
で
の
荷
下
ろ
し
の
道
を
つ
け
、

９
年
に
は
、
一
部
の
硫
黄
を
函
館
に
運
ぶ

と
い
う
前
途
多
難
な
事
業
経
営
が
始
ま
る
。

　
冬
期
間
は
仕
事
が
出
来
ず
、
５
月
か
ら

１０
月
ま
で
の
６
ヶ
月
間
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

明
治
１７
年
に
は
、
巨
富
の
利
を
得
て
函
館

三
大
紀
文
の
一
人
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
巨
万
の
利
益
を
手
に
し
た
善
六
は
、
弁

天
町
か
ら
幸
町
に
か
け
て
、
豪
邸
を
建
築

し
土
蔵
を
数
個
構
え
、
一
時
函
館
の
硫
黄

王
と
し
て
全
盛
を
博
し
た
。
　
　
　
　
　

　
当
時
、
函
館
随
一
と
言
わ
れ
た
蓬
莱
町

の
大
料
理
屋
「
中
島
屋
」
に
本
陣
を
構
え
、

そ
の
２
階
か
ら
道
路
を
越
え
て
向
い
の
料

理
屋
に
橋
を
か
け
て
、
道
路
越
し
に
芸
者

を
踊
ら
せ
た
と
い
う
か
ら
飛
ぶ
鳥
を
落
と

さ
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
あ
っ
た
。
　
　
　

　
し
か
し
善
六
が
巨
万
の
富
を
手
に
し
た

陰
に
は
、
悲
壮
な
物
語
が
あ
っ
た
。
硫
黄

鉱
山
に
は
飲
料
水
が
皆
無
の
状
態
で
、
食

料
や
野
菜
が
な
い
た
め
、
坑
夫
が
病
に
倒

れ
、
水
腫
病
が
蔓
延
し
、
罹
病
者
が
出
、

つ
い
に
は
死
者
が
出
る
な
ど
大
勢
の
犠
牲

者
が
出
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
明
治
２７
年
、
事
業
経
営
の
陰
で
犠
牲
と

な
っ
た
従
業
員
の
供
養
と
菩
薩
を
弔
う
た

め
に
、
斜
里
村
に
皆
月
寺
（
現
・
西
念
寺
）

を
建
立
し
、
生
涯
を
捧
げ
て
供
養
し
た
。

　
明
治
２９
年
７
月
６
日
、
函
館
の
富
豪
に

よ
っ
て
函
館
銀
行
が
新
設
さ
れ
る
。
明
治

初
頭
、
道
内
に
本
店
を
置
く
銀
行
１０
行
の

中
で
こ
の
銀
行
は
資
本
金
が
最
も
多
く
、

そ
の
筆
頭
株
主
が
善
六
で
あ
っ
た
。
　
　

　
明
治
２９
年
１２
月
、
善
六
は
一
線
か
ら
退

き
隠
居
生
活
に
入
る
。
息
子
に
二
代
目
善

六
を
継
が
せ
、
父
の
名
と
同
じ
「
善
兵
衛
」

と
改
名
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
明
治
３７
年
２
月
１７
日
、
波
瀾
に
富
ん
だ

生
涯
を
閉
じ
た
。
享
年
７３
歳
で
あ
っ
た
。

　
事
業
が
軌
道
に
乗
り
だ
し
た
時
期
に
、

浄
玄
寺
（
現
・
東
本
願
寺
函
館
別
院
）
へ

経
蔵
を
寄
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和

４３
年
５
月
１６
日
の
十
勝
沖
地
震
で
破
損
し
、

現
在
こ
の
経
蔵
は
現
存
し
な
い
。
　
　 

 

　
写
真
・
資
料
提
供
／
函
館
市
中
央
図
書
館
　
　
　

　
参
考
資
料
／
「
函
館
百
珍
ト
函
館
史
實
」
岡
田
健

　
　
　
　
　
　
　
蔵
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
知
床
硫
黄
鉱
山
王
　
皆
月
善
六
翁

　
　
　
　
　
　
　
の
生
涯
」
中
村
正
勝
著
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
北
海
道
史
人
名
辞
典
」
第
四
巻
　

　 

※
紀
文
＝
富
豪
・
紀
国
屋
文
左
衛
門
の
通
称
。 

※ 

※ 

※
経
蔵
＝
経
典
や
仏
教
に
関
す
る
書
物
を
収
蔵
す
る
建
造
物
（
伽
藍
）。 



　 
                     

　
今
年
度
で
創
立
４５
周
年
を
迎
え
る
、

日
本
が
世
界
に
誇
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
ひ
と
つ
東
京
都
交
響
楽
団
。
５
年

ぶ
り
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
指
揮

に
”
炎
の
マ
エ
ス
ト
ロ
“
の
異
名
を

持
つ
小
林
研
一
郎
氏
、
ソ
リ
ス
ト
に

日
本
人
初
二
大
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
小
山
実
稚
恵
氏

の
日
本
を
代
表
す
る
指
揮
者
・
演
奏

家
を
迎
え
て
お
贈
り
し
ま
す
。
　
　

指
揮
　
　
　
小
林
研
一
郎
　
　
　
　

ソ
リ
ス
ト
　
小
山
実
稚
恵（
ピ
ア
ノ
）

演
奏
曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
歌
劇
『
フ
ィ
ガ
ロ

　
の
結
婚
』
序
曲
　
　
　
　
　
　
　

シ
ョ
パ
ン
／
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番

　
ホ
短
調
作
品
１１
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
６
番

　
『
田
園
』
ヘ
長
調
作
品
６８
　
　
　

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
後
６
時
３０
分

会
場
　
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
　

料
金
　
Ｓ
席
　
　
　
　
６
０
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　
　
　
Ｂ
席
　
　
　
　
４
０
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下
半
額
　
　
　
　

　
　
　（
全
席
指
定
、当
日
５
０
０
円
増
）

※
高
校
生
以
下
券
は
、
市
民
会
館
・

　
芸
術
ホ
ー
ル
の
み
の
取
扱
　
　
　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 ■
都
響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
器
ク

　
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
、参
加
者
募
集
!! 

　
公
演
に
先
立
ち
ま
し
て
、
設
立
以

来
、
国
内
外
含
め
精
力
的
な
演
奏
活

動
の
ほ
か
、
音
楽
普
及
事
業
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
都
響
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
弦
楽
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
を
代
表
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
直
接
指
導
を
受
け

る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
楽
器
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
　
　
　

　
　
　
　
　
チ
ェ
ロ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ヴ
ィ
オ
ラ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
　
　
　

日
時
　
３
月
１０
日
�
午
後
６
時
３０
分

会
場
　
函
館
市
民
会
館
　
　
　
　
　

参
加
料
　
無
料（
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
対
象
）

定
員
　
各
パ
ー
ト
１０
人
程
度
　
　
　

※
楽
器
は
、
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　 主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

　
　
 

■吉田千紗ピアノ・リサイタル 
　～ロシアピアニズムの聖地グネーシン音楽アカデミー 
　からの贈り物～ 
出 演 者 
 
 
 
 
 
 
曲　　目　［ソロ］ボロディン／「小組曲」 
　　　　　［２台ピアノ］ショスタコーヴィッチ／ 
　　　　　　　　　　　　　２台のピアノのための 
　　　　　　　　　　　　　　小協奏曲作品９４　他
日　　時　２月６日�午後２時　　 
■ヌーベルと愉快な仲間たちによる 
　サクソフォーン・コンサート 
 
 
 
 
 
 
賛助出演　Ｔｒｉｏ  Ｒｉｃｈ  Ｆｏｒｔ  Ｐｌａｉｎ 
曲　　目　伝承曲／三つの富山県民謡 
　　　　　ピアソラ／リベルタンゴ　他 
日　　時　２月２７日�午後２時 
 
　会　場　函館市芸術ホール 
　料　金　一般２,０００円、学生１,０００円 
　　　　　（全席自由、当日５００円増） 
　　　　　※中学生以下無料（要整理券、芸術ホールの 
　　　　　　みで取扱） 
　主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
　問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール）　 

　弦楽クリニック受講生が中心となって結成されたオー 
ケストラによる２１回目の演奏会。指揮には、札幌交響 
楽団の遠藤幸男氏、ソリストには、函館市出身で２００ 
８年にパリ国立高等音楽院を卒業し、現在は国内外で活 
躍中のピアニスト・高実希子さんをお迎えして、ベート 
ーヴェンのピアノ協奏曲第３番などをお贈りします。 
指　　揮　遠藤幸男（札幌交響楽団） 
ソリスト　高実希子（ピアノ） 
管 弦 楽　函館市芸術ホール管弦楽団 
予定曲目　ドヴォルザーク／ 
　　　　　　弦楽のためのセレナードホ長調作品２２ 
　　　　　ベートーヴェン／ 
　　　　　　ピアノ協奏曲第３番ハ短調作品３７ 
　　　　　ブラームス／交響曲第１番ハ短調作品６８ 
日　　時　３月１３日�午後３時 
会　　場　函館市芸術ホール 
料　　金　一般２,０００円、一般ペア３,０００円 
　　　　　学生（高校・大学生）１,０００円 
　　　　　中学生以下無料（要整理券、芸術ホールのみ 
　　　　　で取扱） 
　　　　　（全席自由） 
　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。 
主　　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



こうじょう

い　せ　おん　ど　こいのねたば

しらなみ ご にんおとこ

かんじんちょう

　函館市内・近郊で活動している打楽器奏者が、一堂に 
会する打楽器アンサンブルによる演奏会です。 
　打楽器アンサンブルでは、多様な楽器を使うため、曲 
や演奏形態もとても幅広いステージになります。柔らか 
いマリンバの響き、ダイナミックな太鼓のリズムなど、 
様々な打楽器の世界をお楽しみください。 
■出演 
　久根別小学校、上磯中学校、赤川中学校、北中学校、 
深堀中学校、その他高校、一般、個人などが出演。 
日　時　２月２０日�午後２時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円、学生（大学生・高校生）５００円 
　　　　※中学生以下無料（要整理券） 
主　催　函館パーカッションフェスティバル実行委員会 
　　　　�函館市文化・スポーツ振興財団 
問合せ　�４９－１８４４（宮前） 

　ガーシュウィンの名曲の数々、タップダンスを存分に 
堪能できる斬新な振付、そしてハッピーエンドのラブス 
トーリー。ミュージカルの魅力が一杯の「クレイジー・ 
フォー・ユー」は、全国各地での公演で絶大な支持を得 
て、現在では劇団四季の代表的レパートリー作品の一つ 
になっています。 
　四季の作品の中でもお客様からのリクエストナンバー 
ワンに選ばれ続け 
ているこの最高に 
ハッピーなミュー 
ジカルは、再演の 
度に日本中を幸せ 
にしてきました。 
そして２０１１年、 
いよいよ全国ツア 
ーに５年振りに帰 
ってきます。 
　誰もが温かく幸せな気分になるミュージカル「クレイ 
ジー・フォー・ユー」。 
日　時　５月２４日�午後６時３０分 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　Ｓ席８,０００円、Ａ席６,０００円 
　　　　Ｂ席４,０００円（全席指定、当日５００円増） 
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。 
チケット発売日　２月１９日�午前９時　　　 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団、劇団四季、 
　　　　北海道新聞社、北海道文化放送、ＦＭ北海道、 
　　　　ＪＲ北海道 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 

　葉加瀬太郎、初のクラ 
シックスタイルコンサー 
トツアー決定！ 
　１９９０年、クライズ 
ラー＆カンパニーのヴァ 
イオリニストとしてデビ 
ュー。セリーヌ・ディオ 
ンとの共演で一躍、世界 
的存在となる。 
　知名度・実力共にトッ 
プクラスの葉加瀬太郎、 
初のクラシックスタイル 
コンサートツアー。２部 
構成の第１部は、ヴァイ 
オリンとピアノによるブ 
ラームスのソナタを中心 
に。そして第２部は、ストリングスカルテットを加えて 
の葉加瀬太郎のクラシカルな世界をお届けします。 
日　時　５月１０日�午後７時 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　６,８００円（全席指定） 
チケット発売日　２月１２日�午前９時 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社 
　　　　ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 
 

　演　目 
　 
  
 
 
 
 
 
 
伊勢音頭恋寝刃 
　～伊勢古市油屋の場～ 
　伊勢古市の「油屋」で医師 
孫福斎（まごふくいつき）が 
なじみの女のことで９人を殺傷した事件を、脚色した際 
物（きわもの）劇。のち夏芝居の人気狂言となり、特に 
油屋の場は縁切りから殺しの段取りと技巧が洗練されて 
いる。 
勧進帳 
　～安宅新関の場～ 
　源義経が頼朝に追われ、山伏の強力にやつして奥州に 
向かう途中、必死で主人を守る弁慶の心に感じいった関 
守富樫左衛門の温情で北陸の安宅の関を通過する。勧進 
帳の読み上げ、山伏問答、詰寄り、折檻など見せ場が続 
く。歌舞伎十八番のひとつ。　 
日　時　２月２０日�午後１時 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　２,０００円（全席自由） 
主　催　初春巴港賑実行委員会  
　　　　�函館市文化･スポーツ振興財団  
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 

　口上
　伊勢音頭恋寝刃 
　　～伊勢古市油屋の場～ 

　白浪五人男

　勧進帳 
　　～安宅新関の場～

 
 



　誰もが知っているピーターパンとはちょっと違う、歌って踊っ 
て大いに笑えるピーターパンの物語です。キャスト、スタッフの 
舞台セミナー受講生たち、さらに今年はジュニアコースの子ども 
たちも一緒にこの作品をつくりました。是非、ご覧ください。 
日　時　３月５日�午後６時３０分 
　　　　３月６日�午後４時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　５００円（高校生以下無料） 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

日　　時　６月２６日�午後２時 
会　　場　函館市芸術ホール　 
出演時間　２０分以内（１組） 
応募方法　芸術ホール、市民会館などに配布中の申込書に必要事 
　　　　　項を記入の上、出演者の演奏による音源１曲とともに 
　　　　　芸術ホールまでご持参ください。 
※応募規定がありますので、詳しくは募集要項をご覧下さい。 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　函館市民スケート場は、外周２５０ｍのスピードリンクとアイ 
スホッケーやフィギュアのできるサブリンクの他、軽食コーナー 
を備えたスケート場です。 
　土・日・祝日には無料シャトルバスも運行しています。 
　本年度の営業も残すところあと１ヵ月となりました。職員一同、 
皆様のご来場をお待ちしております。 
○ナイター割引 
　午後４時以降に来場された方は通常の使用料の半額料金でご利 
用いただけます。 
営業時間　平日は１２時～午後７時 
　　　　　土・日・祝日は午前１０時～午後７時 
使用料金　１回券　　　　　　小学生 　１５０円 
　　　　　　　　　　　　　　中学生 　２００円 
　　　　　　　　　　　　　　高校生 　３００円 
　　　　　　　　　　　　　　一　般 　６００円 
　　　　　回数券（１１枚）　小学生１,５００円 
　　　　　　　　　　　　　　中学生２,０００円 
　　　　　　　　　　　　　　高校生３,０００円 
　　　　　　　　　　　　　　一　般６,０００円 
　　　　　ファミリー共通券　　　　１,５００円 
　　　　　　　　　　　　　　（１,６５０円分の金券がついたお 
　　　　　　　　　　　　　　得なチケットです。貸靴も利用で 
　　　　　　　　　　　　　　きます。） 
　　　　　貸靴料　　　　　　１足　 ３００円 
※個人使用及び団体使用において函館市内に、在住又は在学の小 
　中学生の使用料は無料となります。 
※団体使用又は、専用使用についてはスケート場へお問い合わせ 
　ください。 
問 合 せ　�５４－５２３３（函館市民スケート場） 
■千代台公園庭球場定期利用申込受付（４月使用分） 
　例年、２月に定期利用申込を受付しておりましたが、一部人工 
芝張替工事の為ハガキによる定期利用申込は致しません。４月分 
の利用申込は一般利用申込による受付のみとなります。　 
問合せ　�５４－５２３３（函館市民スケート場） 

■有希  マヌエラ・ヤンケ＆ 
　歩  マノン・ヤンケ　デュオ・リサイタル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　２００７年、チャイコフスキー国際コンクー 
ル３位受賞等輝かしい実績をもつ若手ヴァイオ 
リニストの有希  マヌエラ・ヤンケと、その伴 
奏を務め高い評価を受けている姉の歩  マノン 
・ヤンケによるリサイタル。 
予定曲目　ブラームス／ 
　　　　　　ヴァイオリン・ソナタ第３番 
　　　　　　　作品１０８　他　 
日　　時　５月２１日�午後６時３０分 
■外山啓介　ピアノ・リサイタル 
　２００７年、サント 
リーホールを始め、全 
国各地で行われたデビ 
ューリサイタルではチ 
ケットが完売するなど、 
今後の活躍が期待され 
る札幌出身の若手ピア 
ニスト外山啓介のリサ 
イタル。 
予定曲目　ベートーヴェン４大ソナタ 
日　　時　７月２２日�午後６時４５分 
■前橋汀子　ヴァイオリン・リサイタル 
　日本を代表する国際 
的ヴァイオリニストと 
して、優雅さと円熟味 
に溢れた演奏で多くの 
聴衆を魅了している前 
橋汀子の、小品を中心 
とした親しみのあるプ 
ログラムでお贈りする 
リサイタル。 
ピアノ　松本和将 
曲　目　未定 
日　時　８月２８日�午後２時 
 
○シリーズ券（３公演セット券）の先行発売
　料　金　８,０００円（全席指定） 
　発売日　２月２６日�午前９時 
　　　　　※芸術ホールのみの取扱 
○各公演チケットの発売
　料　金　Ｓ席３,５００円、Ａ席２,５００円 
　　　　　学生券１,５００円 
　　　　　（全席指定・当日５００円増） 
　発売日　３月２６日�午前９時 
　　　　　※学生券は芸術ホール、市民会館 
　　　　　　七飯町文化センター、北斗市総 
　　　　　　合文化センターのみの取扱 
　会　場　函館市芸術ホール 
　問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



　
今
回
は
地
域
の
子
ど
も
達
の
健
全

育
成
の
た
め
に
居
場
所
づ
く
り
や
無

料
塾
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

る
お
２
人
で
す
。
母
子
家
庭
教
育
支

援
協
議
会
代
表
の
森
田
実
さ
ん
と
、

函
館
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
会
長

の
梅
田
史
恵
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は

自
己
紹
介
な
ど
含
め
、
森
田
さ
ん
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

森
田
　
私
は
、
６
年
前
に
函
館
に
移

住
し
て
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
は
栃
木

県
で
、
大
学
入
学
の
た
め
東
京
に
移

り
、
そ
の
ま
ま
東
京
で
就
職
し
た
た

め
、
４０
年
間
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
５０
歳
位
の
時
、
夏
の
函
館
に
観

光
旅
行
で
訪
れ
て
西
部
地
区
の
街
並

み
に
感
動
し
、
退
職
し
て
か
ら
函
館

に
移
り
住
み
、
知
人
も
誰
も
い
な
い

と
こ
ろ
で
第
２
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
田
　
私
も
、
１４
年
ほ
ど
前
に
函
館

に
移
住
し
て
き
た
ん
で
す
。
私
は
室

蘭
の
生
ま
れ
で
、
大
学
生
時
代
は
岡

山
に
い
ま
し
た
。
そ
の
後
東
京
で
就

職
し
た
の
で
す
が
、
結
婚
に
と
も
な

い
寿
退
社
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
主
人

の
実
家
が
函
館
だ
っ
た
た
め
こ
ち
ら

に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
森
田
さ
ん

の
活
動
は
、
新
聞
等
を
通
し
て
拝
見

し
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

き
っ
か
け
で
始
め
た
の
で
す
か
？
　

森
田
　
大
学
時
代
に
進
学
塾
で
英
語

長
文
を
教
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

元
々
子
ど
も
に
教
え
る
事
に
は
興
味

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
か
ら
何

を
す
る
か
具
体
的
に
決
め
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
市
役
所
の
子
育
て
支

援
課
に
話
を
聞
き
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

函
館
は
離
婚
率
が
高
い
と
い
う
事
を

聞
き
、
母
子
家
庭
で
も
通
い
や
す
い

よ
う
に
低
価
格
ま
た
は
無
料
の
塾
を

開
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。
今
は
函
館

市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

亀
田
青
少
年
会
館
、
山
の
手
町
会
館

の
３
カ
所
で
教
室
を
開
き
、
今
後
別

の
場
所
で
の
教
室
も
考
え
て
い
ま
す
。

梅
田
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け

で
今
の
活
動
を
始
め
た
の
で
す
か
？

梅
田
　
私
は
、
子
ど
も
が
小
学
生
の

時
に
児
童
館
に
お
世
話
に
な
り
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
函
館
に
は

２５
の
母
親
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
児
童

館
で
活
動
し
て
お
り
、
私
は
亀
田
港

児
童
館
の
代
表
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
母
親
ク
ラ
ブ
の
代
表
の
集
ま

り
が
函
館
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

で
す
。
昨
年
７
月
に
函
館
で
は
１０
年

ぶ
り
と
な
る
北
海
道
地
域
活
動
連
絡

協
議
会
指
導
者
研
修
会
を
開
催
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
開
催
に
向
け
て
３

年
前
に
函
館
市
地
域
活
動
連
絡
協
議

会
の
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
　

森
田
　
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
田
　
協
議
会
は
、
８
５
０
名
の
会

員
が
い
る
た
め
、
主
に
各
母
親
ク
ラ

ブ
と
の
連
携
・
相
互
研
修
を
中
心
と

な
り
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も

の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
も
ち
つ

き
な
ど
、
親
子
と
も
ど
も
楽
し
め
る

企
画
を
用
意
し
、
様
々
な
年
代
で
協

力
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。
小

学
生
の
時
に
児
童
館
に
来
て
い
た
子

ど
も
が
、
中
学
生
に
な
っ
て
手
伝
い

に
来
て
く
れ
た
り
も
し
ま
す
。
森
田

さ
ん
の
教
室
は
や
は
り
英
語
を
教
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
？
　
　

森
田
　
私
の
と
こ
ろ
で
は
、
英
語
と

数
学
を
教
え
て
い
ま
す
。
始
め
た
当

初
、
新
聞
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
沢
山
の
お
問
合
せ
が
あ

り
、
一
時
は
２
５
０
人
ほ
ど
の
生
徒

が
い
ま
し
た
。
中
学
３
年
生
か
ら
７０

代
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
始
め
た
こ
ろ
に
小
学
生

で
習
い
に
来
て
い
た
子
が
中
学
生
に

な
り
、
下
級
生
に
教
え
て
い
た
り
も

し
ま
す
。
最
近
は
低
学
年
や
幼
児
も

増
え
、
ク
ラ
ス
分
け
に
は
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
教
え

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

梅
田
　
そ
う
で
す
ね
。
何
か
行
事
を

行
う
に
し
て
も
、
対
象
を
ど
の
年
代

に
す
る
か
に
よ
っ
て
内
容
も
変
わ
り

ま
す
。
最
近
は
函
館
市
の
子
育
て
支

援
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

幼
児
さ
ん
の
来
館
が
増
え
て
い
ま
す
。

森
田
　
最
初
は
母
子
家
庭
の
子
だ
け

を
対
象
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今

は
両
親
が
揃
っ
て
い
て
も
経
済
的
に

子
ど
も
を
塾
に
通
わ
せ
る
の
が
困
難

な
家
庭
沢
山
あ
り
ま
す
。
小
学
２
年

生
か
ら
「
私
は
高
校
に
は
行
け
な
い
、

高
校
に
行
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
」
と
悩
ん
で
い
る
子
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
意
欲
が
あ
る
子
は
ど
ん
ど

ん
伸
び
ま
す
。
小
学
２
年
生
で
英
検

に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
子
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
子
は
や
は
り
一

握
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
田
　
昔
、
育
児
放
棄
と
い
う
と
お

風
呂
に
入
れ
て
な
か
っ
た
り
、
着
替

え
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
と
、
見
た

目
で
わ
か
る
部
分
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
は
服
装
な
ど
は
き
ち
ん

と
さ
せ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
妙
に
人
懐
こ
か
っ
た
り
、

家
に
帰
り
た
が
ら
な
か
っ
た
り
す
る

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
い
る
中
で
、
気
づ
く
部
分
も
出

て
き
ま
す
。
ど
ん
な
子
ど
も
に
も
平

等
で
安
心
・
安
全
な
地
域
に
根
ざ
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
で
す
。
志

さ
え
一
緒
で
あ
れ
ば
地
域
の
子
ど
も

の
た
め
に
活
動
す
る
の
に
年
齢
も
性

別
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
「
ま
ち
の

子
は
み
ん
な
わ
が
子
」
が
母
親
ク
ラ

ブ
の
合
言
葉
な
の
で
す
か
ら
。
　
　

森
田
　
逆
境
で
も
頑
張
る
お
母
さ
ん

の
背
中
か
ら
、
子
ど
も
は
努
力
す
る

姿
勢
を
学
び
、
意
欲
的
に
学
習
に
取

り
組
み
ま
す
。
し
か
し
、
い
じ
め
に

あ
う
子
ど
も
は
比
較
的
性
格
的
に
や

さ
し
く
、
純
粋
な
子
ど
も
が
多
い
で

す
。
学
校
に
行
け
な
い
期
間
が
長
い

た
め
、
よ
ほ
ど
優
秀
な
子
ど
も
を
除

け
ば
成
績
は
悪
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

梅
田
　
学
校
の
勉
強
や
、
友
人
関
係

な
ど
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も

に
と
っ
て
も
児
童
館
は
居
場
所
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
変
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
よ
う
な
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
楽
し
い
場
・
学
び
の
場
に
な
れ

る
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
親
も
一
緒
に
学
び
、
楽

し
み
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
　
私
の
と
こ
ろ
は
、
無
料
塾
と

言
っ
て
も
や
は
り
塾
で
す
か
ら
、
勉

強
し
た
い
子
が
来
る
場
所
で
す
。
経

済
的
理
由
で
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
子
の

学
ぶ
機
会
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
人
の
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　 



デパートも営業再開。活況を呈した昨年のクリスマス

　
前
回
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の

を
共
存
さ
せ
な
が
ら
発
展
を
続
け
る
、

活
気
あ
る
バ
ン
コ
ク
の
街
の
様
子
を

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
昨
年

５
月
に
一
変
し
ま
し
た
。
ご
存
知
の

方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
発
端

は
通
称
「
赤
服
」（
元
首
相
の
タ
ク
シ

ン
派
）
に
よ
る
大
規
模
な
デ
モ
。
そ

の
後
彼
ら
は
暴
徒
化
し
、
街
の
あ
ち

こ
ち
で
放
火
や
破
壊
活
動
を
行
っ
た

の
で
す
。
６
階
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の

部
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
た
光
景
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ビ
ル
の
向
こ
う

の
夕
闇
が
紅
く
染
ま
り
、
空
に
は
煙

が
上
っ
て
い
ま
し
た
。
い
っ
た
い
こ

こ
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

…
。
し
ば
ら
く
タ
イ
に
居
座
ろ
う
と

決
心
し
た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
先
の

こ
と
を
考
え
る
と
不
安
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
火
の
手
が
上
が
っ
た
の
は
バ
ン
コ

ク
中
心
部
の
サ
イ
ア
ム
・
エ
リ
ア
。

昔
か
ら
あ
っ
た
映
画
館
は
全
焼
。
ま

る
で
お
城
の
よ
う
な
巨
大
デ
パ
ー
ト
、

セ
ン
ト
ラ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
の
一
部
も

す
っ
か
り
焼
け
焦
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
週
末
に
な
る
と
若
い
人
た
ち
の

遊
び
場
に
な
る
よ
う
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
中
心
地
で
す
。
き
っ
と
皆
、
目

の
前
の
風
景
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。「
私

た
ち
の
街
を
返
せ
！
」
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
は
そ
ん
な
書
き
込
み
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
何
か
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

誰
か
に
会
い
に
い
き
た
い
の
を
我
慢

し
て
、
ほ
と
ん
ど
家
を
離
れ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
狙
撃
手
に
狙

い
撃
ち
さ
れ
、
路
上
に
倒
れ
て
い
る

人
の
写
真
を
見
て
し
ま
っ
た
ら
無
理

も
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
モ
の
中
心
地
に

近
い
場
所
に
住
ん
で
い
る
人
も
い
れ

ば
、
お
店
を
や
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
友
人
た
ち

の
無
事
を
祈
る
ば

か
り
で
し
た
。
　

　
決
定
的
だ
っ
た

の
は
外
出
禁
止
令

が
出
さ
れ
た
と
き
。

こ
こ
は
も
う
あ
の

楽
し
い
バ
ン
コ
ク

で
は
な
い
の
だ
と
、

は
っ
き
り
と
認
識

し
ま
し
た
。
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
な
ど

の
コ
ン
ビ
ニ
で
さ

え
営
業
は
夕
方
ま

で
。
お
世
辞
に
も

お
い
し
い
と
は
い

え
な
い
コ
ン
ビ
ニ

の
パ
ン
が
、
棚
か
ら
ひ
と
つ
残
ら
ず

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夕
食
は
近

所
の
屋
台
に
並
ん
で
買
い
、
家
に
持

ち
帰
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
店
の
人
た

ち
や
お
客
さ
ん
の
顔
は
非
常
事
態
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
て
、
こ
れ
に
は
少
し
ホ
ッ
と
し
た

気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
だ
け

ど
外
国
の
人
た
ち
か
ら
見
た
ら
、
も

う
タ
イ
は
行
き
た
い
国
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
短

い
期
間
だ
け
ど
こ
の
国
は
自
分
に
多

く
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
た
。
タ
イ

を
愛
す
る
人
た
ち
は
沢
山
い
ま
す
。

み
ん
な
の
足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
の

は
、
本
当
に
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
そ

し
て
夜
は
更
け
、
毎
日
が
お
祭
り
の

よ
う
な
バ
ン
コ
ク
の
街
が
、
人
の
気

配
す
ら
し
な
い
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に

変
貌
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
　
　
　

　
そ
れ
か
ら
何
週
間
か
が
経
つ
と
、

徐
々
に
皆
あ
の
と
き
の
こ
と
を
忘
れ

て
い
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
問
題
が
大
き
く
解
決
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
タ
イ
の
人
た

ち
の
笑
顔
が
、
あ
の

大
変
な
出
来
事
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
た
の

で
す
。
そ
う
信
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
後
も
沢
山
の
友
人

た
ち
が
こ
の
国
を
訪

れ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
住
む
人
た
ち

は
、
や
っ
ぱ
り
自
分

は
タ
イ
が
好
き
な
ん

だ
と
、
あ
ら
た
め
て

思
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
　

　
　 

　
１
９
７
７
年
札
幌
に
生
ま
れ
る
。

高
校
卒
業
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。

帰
国
後
、
幼
少
時
か
ら
の
思
い
出
の

地
、
父
の
故
郷
で
も
あ
る
函
館
に
移

住
。
１
９
９
７
年
か
ら
主
に
函
館
で

過
ご
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
で
の
１０
年
以
上
に
わ
た
る
生

活
で
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
街
で
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
勇
気

づ
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
数
多

く
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ー
ト
展
を

主
催
。
全
国
各
都
市
と
の
交
流
も
盛

ん
に
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　



            

　
日
展
や
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
な

ど
で
斬
新
な
作
品
を
発
表
し
て
活
躍

す
る
金
属
造
形
作
家
・
折
原
久
左
ェ

門
は
、
１
９
３
１
年
山
形
県
に
生
ま

れ
、
東
京
教
育
大
学
工
芸
建
築
科
に

学
ん
だ
後
、
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

北
海
道
・
函
館
を
制
作
の
拠
点
と
し

て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
１
９

５
６
年
に
日
展
に
初
入
選
以
降
、
金

属
と
い
う
素
材
の
力
を
独
自
の
表
現

と
し
て
生
か
す
新
た
な
造
形
を
追
究

し
、
現
代
工
芸
賞
や
日
展
文
部
大
臣

賞
、
日
本
芸
術
院
賞
（
北
海
道
在
住

者
で
初
受
賞
）
な
ど
の
受
賞
も
重
ね
、

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て
北
海

道
内
を
は
じ
め
各
地
の
公
共
空
間
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
多
く
手
が
け
て
い

る
ほ
か
、
意
欲
的
な
制
作
活
動
を
通

じ
て
、
函
館
や
北
海
道
の
金
属
造
形

界
で
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
展
は
、
初
期
の
〈
鉄
花
器
〉
の

シ
リ
ー
ズ
か
ら
、〈
結
（
む
す
び
）
〉、

〈
接
（
つ
な
ぎ
）
〉、〈
祀
（
ま
つ
り
）
〉、

〈
道
標
（
し
る
べ
）
〉
と
制
作
テ
ー

マ
を
展
開
さ
せ
て
き
た
作
家
の
特
色

あ
る
金
属
造
形
の
世
界
の
魅
力
を
、

約
５０
店
の
代
表
的
秀
作
に
よ
り
紹
介

す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　 
              

◆
美
術
映
画
会
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
北
の
画
家
　
神
秘
の
世
界
」
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
当
館
講
堂
（
入
場
無
料
）
　

◆
同
時
開
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〈
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ

　
ン
・
早
春
〉
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
い
き
も
の
大
行
進
！
」
　
　
　

会
期
　
１
月
２２
日
�
〜
３
月
２３
日
�

観
覧
料
　
一
　
般
　
１
７
０（
１
４
０
）円

　
　
　
　
高
大
生
　
１
０
０（
７０
）円

※
小
中
学
生
、
６５
歳
以
上
の
方
等
は

　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　 

　
故
郷
へ
の
思
い
は
時
に
芸
術
を
生

み
出
す
起
爆
剤
と
な
る
。
シ
ョ
パ
ン

の
マ
ズ
ル
カ
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の

思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
し
、
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
が
ア
メ
リ
カ
で
書
い
た
作
品

は
数
こ
そ
少
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
待

つ
ロ
シ
ア
へ
の
深
い
望
郷
の
念
は
悲

痛
で
す
ら
あ
り
、
聴
く
者
の
胸
を
強

く
う
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
が
、
私
は
ロ
シ
ア
に
留
学

し
て
８
年
も
経
つ
の
に
、
望
郷
の
念

は
お
ろ
か
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
さ
え

罹
っ
た
こ
と
が
な
い
。
理
由
に
私
の

若
さ
と
薄
情
な
性
格
が
あ
る
の
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
が
、
唯
一
は
っ
き

り
し
て
い
る
の
は
、
今
生
の
別
れ
、

と
い
う
よ
う
な
離
別
の
感
覚
が
現
代

で
は
な
か
な
か
感
じ
づ
ら
い
と
い
う

こ
と
だ
。
経
済
的
に
簡
単
で
は
な
い

が
、
飛
行
機
に
乗
れ
ば
大
抵
の
場
所

へ
１
日
以
内
で
着
く
し
、
パ
ソ
コ
ン

を
開
け
れ
ば
日
本
語
で
故
郷
の
友
人

と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
い
と
も

簡
単
に
で
き
て
し
ま
う
。
い
つ
だ
っ

て
故
郷
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か
否
か
で
は
心
の
持
ち
よ

う
も
大
き
く
違
っ
て
く
る
も
の
だ
。

　
物
理
的
距
離
だ
け
が
縮
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
各
国
間
の
文
化
面
に

お
け
る
距
離
も
然
り
だ
。
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
英
語
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

が
町
中
に
溢
れ
る
の
は
、
今
や
日
本

だ
け
で
は
な
く
、
モ
ス
ク
ワ
で
も
同

じ
だ
。
そ
れ
に
モ
ス
ク
ワ
に
い
た
っ

て
空
腹
時
に
は
マ
ッ
ク
に
行
く
し
、

い
つ
も
ピ
ロ
シ
キ
と
ボ
ル
シ
チ
っ
て

わ
け
で
は
な
い
。
日
本
料
理
も
口
に

出
来
る
。
異
国
に
来
た
閉
塞
感
が
そ

れ
程
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
れ
は
そ
れ
で
便
利
な
の
だ
ろ
う

が
、
情
緒
の
面
か
ら
み
る
と
少
し
寂

し
い
し
、
芸
術
の
分
野
に
お
い
て
は

弊
害
に
さ
え
な
り
か
ね
な
い
。
二
度

と
帰
れ
な
い
だ
ろ
う
故
郷
へ
の
思
い

を
託
し
た
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
楽
曲
を

演
奏
す
る
際
、
ど
う
表
現
す
る
の
か
。

プ
ー
シ
キ
ン
の
詩
が
描
く
主
人
公
の

望
郷
の
念
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
。

想
像
だ
け
に
頼
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
と
も
す
れ
ば
、
う
そ
っ
ぽ
く
な

っ
て
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
感
じ
た
よ
う
な

強
い
郷
愁
は
、
ア
ラ
ス
カ
の
奥
地
に

で
も
行
か
な
い
と
見
つ
か
ら
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
で
も
音
楽
家
と
し

て
、
ど
う
に
か
共
感
に
似
た
何
か
を

感
じ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
こ
で
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た

函
館
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
函
館

の
美
し
い
景
色
や
建
物
、
美
味
し
い

海
の
幸
は
私
の
自
慢
だ
。
で
も
、
故

郷
と
し
て
の
函
館
は
、
む
し
ろ
、
子

供
の
頃
に
出
演
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
稽
古
場
と
か
、
何
の
変
哲
も
な
い

通
学
路
と
か
、
祖
父
母
の
家
と
か
、

そ
う
い
っ
た
個
人
的
な
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
ぶ
ん
、
自
分
の
時
間
が

よ
り
深
く
刻
ま
れ
た
場
所
に
人
は
郷

愁
を
抱
く
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
他
人

に
と
っ
て
は
ど
っ
て
こ
と
の
な
い
場

所
で
あ
っ
て
も
だ
。
　
　
　
　
　
　

　
そ
ん
な
場
所
を
、
遠
く
離
れ
た
異

国
で
ふ
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
決
ま
っ
て
私
の
胸
は
少
し

疼
く
。
あ
の
時
の
あ
の
場
所
へ
は
、

飛
行
機
で
だ
っ
て
辿
り
着
か
な
い
。

仄
か
に
心
に
覚
え
る
痛
み
も
ま
た
、

郷
愁
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。 



　 
    

●
ア
ト
リ
エ
ピ
エ
タ
作
品
展
〜
未
来
へ
〜

会
期
　
２
月
１
日
�
〜
２
月
２８
日
�

　 
 

●
　
橋
絵
画
教
室
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
３
日
�
〜
２
月
８
日
�

●
函
館
版
画
協
会
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１７
日
�
〜
２
月
２２
日
�

●
植
松
ト
ヨ
子
水
彩
画
展
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
１
日
�

　 
 

●
画
廊
一
花
企
画
　
佐
藤
留
利
子
陶
展

会
期
　
２
月
１
日
�
〜
２
月
２８
日
�

　 
 

●
函
館
篆
刻
倶
楽
部
作
品
展
　
　
　

会
期
　
２
月
１
日
�
〜
２
月
６
日
�

●
陶
器
・
陶
人
形
と
竹
カ
ゴ
の
二
人
展

会
期
　
２
月
８
日
�
〜
２
月
１３
日
�

●
〜
ｉ
ｎ
ｇ
（
写
真
展
）
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１５
日
�
〜
２
月
２０
日
�

●
山
は
友
達
（
写
真
展
）
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２２
日
�
〜
２
月
２７
日
�

　 
 

●
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
　
Ｇ
Ｏ
　
Ｌ
Ｕ
Ｃ

　
Ｋ
Ｙ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１
日
�
〜
２
月
２０
日
�

　 
 

●
高
瀬
宣
夫
写
真
展
「
大
沼
の
四
季
」

会
期
　
２
月
１
日
�
〜
２
月
２８
日
�

　 
 

●
濱
田
啓
塑
個
展
　
　
　
　
　
　
　

　
「
使
う
日
も
飾
る
日
も
濱
田
啓
塑

　
の
う
つ
わ
展
」
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
５
日
�
〜
２
月
２７
日
�

　 
 

●
土
佐
の
紙
・
能
登
の
紙
展
　
　
　

会
期
　
２
月
３
日
�
〜
２
月
２８
日
�

　 
 

●
青
函
ト
ン
ネ
ル
う
ぉ
〜
く
写
真
展

会
期
　
２
月
１
日
�
〜
２
月
１０
日
�

●
第
８
回
小
学
生
・
中
学
生
に
よ
る

　
ふ
る
さ
と
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
　
　

会
期
　
２
月
１１
日
�
〜
２
月
１６
日
�

●
北
海
道
函
館
工
業
高
校
建
築
科
卒

　
業
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１７
日
�
〜
２
月
２０
日
�

●
Ｆ
Ｆ
Ｃ
（
函
館
生
花
商
協
同
組
合

　
青
年
部
）
花
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２５
日
�
〜
２
月
２７
日
�

　 
 

●
日
本
の
伝
統
木
版
画
展
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２４
日
�
〜
２
月
１０
日
�

●
油
絵
小
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１４
日
�
〜
２
月
２５
日
�

●
花
を
描
く
作
品
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２８
日
�
〜
３
月
１１
日
�

　 
 

●
お
ひ
な
様
と
陶
人
形
展
　
　
　
　

会
期
　
１
月
１４
日
�
〜
２
月
８
日
�

●
イ
ラ
ン
の
織
キ
リ
ム
展
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１１
日
�
〜
３
月
１
日
�

　 
 

●
久
保
田
文
子
和
小
物
・
陶
芸
展
　

会
期
　
２
月
７
日
�
〜
２
月
２２
日
�

●
ヨ
ル
ア
オ
・
手
作
り
展
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
１０
日
�

　 
 

●
山
谷
芳
弘
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２７
日
�
〜
２
月
２
日
�

　 
 

●
高
文
連
道
南
支
部
美
術
部
　
　
　

　
生
徒
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
３０
日
�
〜
２
月
４
日
�

●
高
文
連
道
南
支
部
美
術
部
　
　
　

　
顧
問
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
７
日
�
〜
２
月
１２
日
�

　 
               

■
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
４
日
、
１８
日
、
２５
日
（
金

　
　
　
曜
）
午
後
７
時
１５
分
　
　
　

受
講
料
　
各
回
８
０
０
円
　
　
　
　

対
象
　
一
般
市
民
２０
名
　
　
　
　
　

申
込
み
　
電
話
受
付
で
　
　
　
　
　

※
託
児
あ
り（
要
予
約
・
別
途
料
金
）

　 
 

■
お
ひ
な
様
「
み
ん
な
で
た
の
し
も

　
う
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２７
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
３５
名

※
小
学
生
の
み
の
参
加
も
可
　
　
　

参
加
料
　
２
０
０
円
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
２２
日
�
ま
で
電
話
で

　 
 

■
子
ど
も
放
送
局
　
　
　
　
　
　
　

①
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
手
作
り
で

　
「
美
味
し
い
チ
ョ
コ
蒸
し
ケ
ー
キ
」

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
前
１０
時
　
　

②
「
つ
く
っ
て
か
ざ
ろ
う
☆
お
ひ
な

　
さ
ま
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
各
回
と
も
小
中
学
生
　
　
　

定
員
　
２５
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
２
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　
　
　 

 

■
冬
だ
ぁ
！
テ
ン
ト
で
冬
眠
？
風
船

　
で
か
ま
く
ら
？
お
泊
ま
り
会
　
　

日
時
　
２
月
５
日
�
午
後
１
時
３０
分

　
　
　
〜
６
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　

参
加
料
　
３
５
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
小
中
学
生
５０
名
（
先
着
順
）

申
込
み
　
２
月
３
日
�
ま
で
電
話
で

■
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
泊
ま

　
り
会
（
冬
）
〜
真
っ
暗
の
な
か
の

　
共
生
学
習
〜
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１９
日
�
午
後
１
時
３０
分

　
　
　
〜
２０
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　

参
加
料
　
３
５
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
小
中
学
生
５０
名
（
先
着
順
）

■
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
宿
泊
研

　
修
〜
暗
闇
で
の
共
生
学
習
お
よ
び

　
そ
の
学
習
支
援
〜
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１９
日
�
午
後
１
時
３０
分

　
　
　
〜
２０
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　

参
加
料
　
３
５
０
０
円
　
　
　
　
　

対
象
　
高
校
生
以
上
５０
名
（
先
着
順
）

申
込
み
　
２
月
８
日
�
午
前
８
時
４５

　
　
　
　
分
か
ら
１７
日
�
ま
で
電
話

　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
雑
誌
譲
渡
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
　
　

　
２
月
６
日
�
か
ら
図
書
館
で
保
存

期
限
切
れ
に
よ
り
不
用
と
な
っ
た
雑

誌
を
毎
月
１
回
無
償
で
譲
渡
し
ま
す
。

譲
渡
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
毎
月
第
１
日
曜
日
か
ら
第
３
日
曜

日
ま
で
の
開
館
時
間
中
（
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
８
時
）
　
　
　
　
　
　

譲
渡
場
所
　
中
央
図
書
館
回
廊
内
　

譲
渡
冊
数
　
１
人
５
冊
以
内
　
　
　

※
事
前
申
込
不
要
。
直
接
コ
ー
ナ
ー

　
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
　
　
　
　

■
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
時
　
３
月
６
日
�
午
前
１０
時
　
　

会
場
　
中
央
図
書
館
大
研
修
室
　
　

対
象
　
１８
歳
以
上
２０
名
（
無
料
）
　

申
込
み
　
２
月
２２
日
�
〜
２８
日
�
午

　
　
　
　
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
ま
で
電
話
で
　
　
　
　
　 

  

■
第
１６
回
公
民
館
講
座
　
　
　
　
　

　
受
講
生
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２８
日
�
〜
３
月
４
日
�

　
　
　
午
前
８
時
４５
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
３０
分 

会
場
　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
　

　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 



■
高
齢
者
大
学
（
１
年
制
）
　
　
　

場
所
　
函
館
市
公
民
館
　
　
　
　
　

期
間
　
５
月
〜
１１
月
�
　
　
　
　
　

募
集
人
数
　
３
０
０
人
　
　
　
　
　

■
短
期
老
人
大
学
（
２
年
制
）
　
　

場
所
　
函
館
市
民
会
館
　
　
　
　
　

期
間
　
４
月
〜
１１
月
�
　
　
　
　
　

募
集
人
数
　
６０
人
　
　
　
　
　
　
　

■
亀
田
老
人
大
学
（
４
年
制
）
　
　

場
所
　
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　

期
間
　
４
月
〜
１１
月
�
　
　
　
　
　

募
集
人
数
　
８０
人
　
　
　
　
　
　
　

申
込
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
封
書
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
・
緊
急
連
絡
先
（
氏
名
・

電
話
番
号
・
続
柄
）・
生
年
月
日
・
年

齢
・
性
別
・
入
学
を
希
望
す
る
大
学

名
（
第
１
希
望
と
第
２
希
望
）
・
希

望
す
る
大
学
の
卒
業
歴
を
記
入
し
た

応
募
用
紙
と
８０
円
切
手
を
同
封
の
う

え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

締
切
　
２
月
２４
日
�
（
消
印
有
効
）

※
応
募
用
紙
は
、
生
涯
学
習
課
、
函

　
館
市
公
民
館
、
亀
田
公
民
館
、
亀

　
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
に

　
配
置
し
て
い
ま
す
。
（
必
要
事
項

　
を
記
載
し
た
任
意
用
紙
で
も
可
）

※
入
学
の
可
否
は
、
３
月
末
ま
で
に

　
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
募
集
人
数

　
を
超
え
る
申
込
が
あ
っ
た
場
合
は
、

　
卒
業
歴
の
な
い
方
を
優
先
と
し
抽

　
選
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
自
治
会

　
費
な
ど
実
費
が
必
要
で
す
。
　
　

※
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
か
た
対
象
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
　
　
　
　
　
　

　
〒
０
４
０
¦
８
６
６
６
　
　
　
　

　
函
館
市
東
雲
町
４
番
１３
号
　
　
　

　
函
館
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
�
２１
¦
３
４
４
５ 

高
齢
者
大
学
・
短
期
老
人
大
学
・
亀
田
老
人
大
学 

平
成
２３
年
度
入
学
者
募
集

　当財団では、市民が 
行う優れた舞台芸術活 

動を支援・奨励するた 

め、市民舞台芸術奨励 

事業ならびに益田喜頓 

賞の候補作品を募集し 

ています。 

　今回募集するのは、平成２３年１０月から平成２４年 

３月の間に市内に活動の本拠を置く団体・個人が市民会 

館または芸術ホールを会場に行う公演で、出演者の過半 

数が市民であるものが応募対象となります。 

　市民舞台芸術奨励事業に認定されると、財団との共催 

事業として位置付け、公演当日の会場使用料が免除され 

ますので、該当すると思われる公演につきましては、積 

極的にご応募ください。 

　また、「益田喜頓賞」 

は、函館出身の喜劇俳 

優で、函館市栄誉賞の 

第１号受賞者の益田喜 

頓氏にちなんで創設さ 

れた賞です。毎年度、 

益田喜頓賞に応募のあ 

ったものの中から優れ 

た舞台芸術に対して翌年度表彰しています。 

　なお、応募された事業につきましては、当財団の諮問 

機関である市民舞台芸術奨励事業委員会にて認定審査し、 

可否を決定いたします。 

締　切　３月４日� 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 

出　　演　航空自衛隊・北部航空音楽隊 
賛助出演　北海道函館西高等学校吹奏楽局 
第 １ 部　北海道函館西高等学校吹奏楽局 
　　　　　Ｊ.ブラームス／交響曲第１番　第４楽章 

　　　　　朝鮮民謡・山田耕筰／アリランと赤とんぼ 

　　　　　Ｇ.プッチーニ／歌劇「マノン・レスコー」より 

　　　　　真島俊夫／ベイ・ブリーズ　他 

第 ２ 部　航空自衛隊・北部航空音楽隊 
　　　　　Ｅ.エルガー／威風堂々第１番 

　　　　　真島俊夫／美しき二つの翼　他 

料　　金　無料（要整理券） 
応募方法　往復ハガキに住所・氏名・年齢・性別・職業 
　　　　　を記入の上お申し込みください。抽選の上、 

　　　　　返信ハガキにて当落をお知らせいたします。 

　　　　　当選ハガキ１枚につき２名様の入場とさせて 

　　　　　いただきます。 

送 　 先　〒０４２－０９３４　函館市広野町６番２５号 
　　　　　自衛隊函館地方協力本部広報室 

締　　切　２月１４日�必着 
問 合 せ　�５３－６２４１（内線４０８） 

２
０
１
１
年
プ
ロ
野
球
パ
・
リ
ー
グ
公
式
戦 

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ｖ
ｓ
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

日
時
　
５
月
１４
日
�
・
１５
日
�
　
　

開
場
　
午
前
１１
時
１５
分
（
予
定
）

開
始
　
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
千
代
台
公
園
野
球
場（
オ

　
　
　
　
ー
シ
ャ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）

ネ
ッ
ト
裏
指
定
席
　
前
売
４
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
当
日
５
０
０
０
円

内
野
指
定
席
Ｓ
　
　
前
売
４
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
当
日
５
０
０
０
円

内
野
指
定
席
Ａ
　
　
前
売
３
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
当
日
４
０
０
０
円

外
野
自
由
席
・
大
人
　
前
売
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
当
日
１
７
０
０
円

外
野
自
由
席
・
小
学
生
　
前
売
　
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
当
日
　
８
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
２
月
２４
日
�
　

主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
振
興
財
団
、
他
　
　
　
　

前
売
所
　
函
館
市
民
体
育
館
、
市
内

　
　
　
　
松
柏
堂
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

　
　
　
　
石
田
文
具
、
ミ
ノ
ル
ス
ポ

　
　
　
　
ー
ツ
、
他
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
４
１（
市
民
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 



　愛好家や専門家の絵画、書、写 
真、彫刻など、さまざまなジャン 
ルの作品が一堂に会する展覧会で 
す。 
時　間　午前１０時～午後７時 
　　　　（最終日は午後５時まで） 
表彰式　２月２０日�午前１０時 
ギャラリートーク　２月２３日� 
　　　　　　　　　午後６時１５分 
会　場　函館市芸術ホール 
　　　　ギャラリー 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 
※今回のギャラリートークは会期中に行います。出品者 
　はもちろん、一般の方もご覧頂けますので、お気軽に 
　お越し下さい。 

　今年度最後のミュージックサ 
ロンは、市内を中心にポップス 
などのジャンルの音楽活動をし 
ているグループによるミニコン 
サートを開催します。どうぞ気 
軽にお楽しみください。 
出　演　Ｆｕｎｋｙ　Ｇｉｒｌｓ（ポップス） 
　　　　　ありがとう／いきものがかり　ほか 
　　　　猫とカーディガン（ポップス） 
　　　　　Ｃｒａｚｙ　Ｆｒｕｉｔｓ／ 
　　　　　　ＥＧＯ－ＷＲＡＰＰＩＮ

,
　ほか 

　　　　プレイヤーズ・ハイ（オールディーズ） 
　　　　　ダイアナ／ポール・アンカ　ほか 
料　金　入場無料 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

出　演　亀尾小学校太鼓クラブ、北斗浜分太鼓、 
　　　　ざいだん「邦楽こども教室」、箱館紅孔雀、 
　　　　まつりや、国指定重要無形民俗文化財　岩手県 
　　　　北上市滑田鬼剱舞　保存会公認　北海道滑田鬼 
　　　　剱舞愛好会、　　 
　　　　共同学童保育所　わんぱくクラブ、　　 
　　　　共同学童保育所　ぼうけんクラブ、 

　　　　浜分保育園　こぽんた組、　　 
　　　　函館・花園・第三大谷幼稚園　せんせい太鼓、 
　　　　鼓隆塾元流派　八の会、　　 
　　　　鼓隆塾元流派　悠久四稜郭太鼓、　　 
　　　　函館白百合学園中学校　音楽部 
入場料　５００円（中学生以下無料） 
問合せ　�０９０－４８７２－４４２３（坂爪） 



　七飯町で初のコンサート。命の形を歌にしてお届け 
したいと思います。 
ピアノ　豊嶋裕子 
日　時　２月１９日�午後６時 
会　場　七飯町文化センター 
　　　　スターホール 
料　金　全席自由 
　　　　前売券　５,０００円 
　　　　（当日券５００円増、軽食・ドリンク付） 
チケット取扱　七飯町文化センター、大中山コモン、 
　　　　　　　大沼婦人会館 
問合せ　�６６－２０６６ 

演　　奏　航空自衛隊・北部航空音楽隊 
賛助出演　北海道七飯高等学校吹奏楽局 
　　　　　七飯町内各中学校吹奏楽部 
日　　時　２月２７日�午後６時３０分 
会　　場　七飯町文化センターパイオニアホール 
料　　金　入場無料（要入場整理券） 
問 合 せ　�５３－６２４１（内線４０８） 
　　　　　（自衛隊函館地方協力本部） 
※入場整理券は、七飯町役場・七飯町文化センター・ 
　大中山コモン・大沼多目的会館・南北海道大沼婦人 
　会館にて配布しております。整理券の配布は、無く 
　なり次第終了とさせていただきます。 
 

日　時　２月９日�午後６時３０分 
会　場　北斗市総合文化センター・かなで～る小ホール 
料　金　５００円、中学生以下無料 
問合せ　�７４－２０００（北斗市かなで～る協会） 

日　時　２月６日�午後２時 
会　場　北斗市総合文化センター・かなでーる 
料　金　大人１,０００円、高校生以下５００円 
　　　　（当日２００円増） 
問合せ　�７５－２９８６（前田） 
 



　金森ホールでは、文化的イベント等、金森ホールが 
函館の文化向上、発展に適していると思われる催事に 
対し、金森ホール使用料を減免致します。 
問合せ　�２３－０３３８（金森ホール） 

■ｋａｎｅｍｏｒｉ  キャンドル・バレンタイン２０１１ 
○ワックスキャンドル点灯 
時　間　午後５時３０分～午後７時３０分 
会　場　施設周辺 
○バレンタインセール 
会　場　全施設 
○手作りキャンドル体験　
時　間　午前１１時～午後４時 
参加費　５００円（１個） 
会　場　Ｂａｙ　Ｇａｌｌｅｒｙ 
期　間　２月１１日�・１２日� 

●第２６回チャリティー茶会
開　演　午前１０時～午後４時 
料　金　うす茶券　５００円（お菓子付き） 
主　催　はこだて冬フェスティバル実行委員会 
問合せ　�５３－９５０２（オオタカ函館） 

●KAN　弾き語りばったり＃１３ 
　～Moonlight Sirinade～ 
開　演　午後５時３０分 
チケット売り切れ 
主　催　�０１１－６１４－９９９９（ウエス） 

　テーマは　～夢～ 
　函館を愛する人々による、函 
館に住む人に、函館を愛しても 
らう為の市民イベント「ＳＷＩ 
ＮＧ　ＭＥＮ」。 
　毎回テーマを設けて、市内で 
活動する音楽を中心としたアー 
ティスト達による演奏と様々な 
アートやパフォーマンスを融合 
させたステージを展開！！ 
　テーマに沿った展示や募集企 
画なども行い、参加者に一晩で函館発信のアートを「聴 
いて、観て、感じて」もらう多種目音楽イベント。 
　今回は「夢」をテーマに会場を演出します。 
開　演　午後５時 
料　金　１,０００円（当日５００円増） 
主　催　ＳＷＩＮＧ　ＭＥＮ実行委員会 
問合せ　ｓｗｉｎｇｍｅｎ_ｐｊ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ 

ピアノ　豊嶋裕子 
開　演　午後６時３０分 
料　金　４,０００円（当日５００円増） 
主　催　水織ゆみシャンソンリサイタル 
　　　　函館２０１１実行委員会 
問合せ　�０９０－１３８１－５１１３（佐藤） 

●函館山サッポロビール寄席
出　演　林家たい平　 
プロフィール 
　１９６４年埼玉県秩父生ま 
れ。武蔵野美術大学造形学部 
卒業後、林家こん平師匠に入 
門。２０００年真打昇進。Ｎ 
ＨＫ新人演芸コンクール優秀 
賞、国立演芸場主宰　花形演 
芸大賞銀賞など数多くの賞を 
受賞。２００４年１２月から 
は、病気療養中の師匠・林家 
こん平師匠のピンチヒッター 
として日本テレビの人気長寿 
番組「笑点」の大喜利メンバ 
ー入り。現在は正式メンバー 
として活躍中です。 
レギュラー 
・ＮＨＫ教育「ど～する？地球のあした」ナビゲーター 
・日本テレビ「笑点」大喜利メンバー 
・テレビ朝日「旅の香り」 
・ＣＳ日本「笑点Ｊｒ.」 
日　時　３月２４日� 
　　　　第１部「ドリンクタイム」午後６時　 
　　　　第２部「寄席」　　　　　午後７時　 
　　　　※午後８時３０分終了予定 
会　場　函館山山頂２Ｆ　クレモナホール 
　　　　※ドリンクタイム会場は函館山山頂３Ｆティー 
　　　　　ラウンジ　レガート（オードブル付） 
定　員　１６０名 
料　金　３,５００円 
　　　（ロープウェイ往復搭乗料、飲食、消費税込） 
チケット取扱　松柏堂プレイガイド 
　　　　　　　函館山ロープウェイ山麓駅 
問合せ　�２７－３７００（ＦＭいるか） 
　　　　なお、寄席の模様は後日ＦＭいるかにて放送予 
　　　　定です。 
●リクエスト＆メッセージ
　ＦＭいるかでは、毎日皆 
さんからのメッセージやリ 
クエスト、パーソナリティ 
への疑問・質問など様々な 
メッセージをお待ちしてお 
ります。ホームページ内のメッセージフォームにご記入 
の上、気軽に番組に参加して下さい！ 
フォーム 
ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ/ｍｅｓｓａｇｅ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ 
※番組ごとのＥメールアドレスもございます。 
･････････････････････････････････････････････････ 
〒０４０－００５４　函館市元町１８－１１ 
ＴＥＬ２３－３５００（留守番電話） 
ＦＡＸ２３－３１００ 
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
携帯サイト　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ/ 
 
 
●山下洋輔　ソロ・ライブ 
日　時　３月５日�午後７時 
料　金　４,５００円（ロープウェイ搭乗料込） 
問合せ　�５５－８１２１（ＨＢＣ函館放送局） 
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定
員
　
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
２
月
９
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ワ
カ
サ
ギ
穴
釣
り
！
牧
場
お
泊
ま
り
会
　
　
　

日
時
　
２
月
２６
日
�
１２
時
３０
分
〜
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
２７
日
�
１２
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
山
川
牧
場
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
５
８
０
０
円
（
交
通
費
等
）
　
　
　
　

定
員
　
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
２
月
２４
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
海
炭
市
叙
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１１
月
２７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
レ
オ
ニ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
１５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
武
士
の
家
計
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
劇
場
版
ブ
リ
ー
チ
地
獄
篇
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
冬
の
小
鳥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１２
日
�
〜
２
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
桜
田
門
外
ノ
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
マ
ザ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１９
日
�
〜
３
月
１１
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
ア
ン
ス
ト
ッ
パ
ブ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
２６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

○
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
　
　

　
ヤ
マ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
Ｐ
Ｇ
１２
）
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
相
棒
Ι
劇
場
版
Ⅱ
Ι
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
２３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
映
画
ハ
ー
ト
キ
ャ
ッ
チ
プ
リ
キ
ュ
ア
！
　
　
　

　
１
月
８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
僕
と
妻
の
１
７
７
８
の
物
語
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
１５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
劇
場
版
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ
＆
Ｗ
　
　
　
　

　
１
月
２２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
グ
リ
ー
ン
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
Ｒ
Ｅ
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
Ｐ
Ｇ
１２
）
　
　

　
１
月
２９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
劇
場
版
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ
ン
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
５
日
�
〜
２
月
２０
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
太
平
洋
の
軌
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

　 ■
「
冬
の
日
に
・
・
・
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
を
読
め
る
空
間
と
冬
小
物
販
売
　
　
　
　
　

日
時
　
１
月
２９
日
�
〜
２
月
１５
日
�
の
土
・
日
・

　
　
　
月
・
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
午
後
６
時
　

場
所
　
Ｓ
ｕ
Ｑ
＋
（
宝
来
町
２７
　
１３
）
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２２ 
¦
６
１
６
７
（
同
店
）
　
　
　
　

■
ア
ン
ト
ン
・
ス
テ
パ
ー
ノ
フ
　
ピ
ア
ノ
・
リ
サ

　
イ
タ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
８
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
遺
愛
学
院
講
堂
（
杉
並
町
２３
　
１１
）
　
　

料
金
　
一
般
２
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
小
中
高
生
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
３
７
７
５ 
¦
６
１
４
６
　

　
　
　
　
（
吉
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
三
浦
綾
子
文
学
講
演
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
森
下
辰
衛
氏
（
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
特

　
　
　
　
別
研
究
員
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１１
日
�
午
後
２
時
、
午
後
７
時
　
　

会
場
　
花
園
キ
リ
ス
ト
教
会
（
美
原
３
　
５４
　
１３)

参
加
料
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４７ 
¦
２
３
１
１
（
同
教
会
・
武
山
）

■
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
テ
ィ
ー
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ

　
ー
ト
Ｖ
ｏ
ｌ
．

６２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〜
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
家
は
春
の
陽
溜
ま
り
〜
　

　
「
ア
ン
ナ
・
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
・
バ
ッ
ハ
の
音
楽

　
帖
」
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
引
地
桂
子
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
　
　
　
　
　

　
　
　
森
洋
子
氏
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
３
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
茶
房
櫻
の
下
（
乃
木
町
２
　
２０
）
　
　
　

料
金
　
　
２
５
０
０
円
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５ 
¦
９
５
９
５
（
同
店
）
　
　
　
　

■
春
を
待
つ
夕
べ
〜
オ
ル
ガ
ン
の
調
べ
に
の
せ
て
〜

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
遺
愛
学
院
講
堂
（
杉
並
町
２３
　
１１
）
　
　

料
金
　
一
般
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５ 
¦
９
２
９
３
（
宍
戸
）
　
　
　
　

■
ラ
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
吉
田
淳
子
氏
（
ピ
ア
ノ
連
弾
）
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
池
田
桂
子
氏
（
フ
ル
ー
ト
）
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１９
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３ 
¦
６
１
１
１
（
同
ホ
テ
ル
）
　
　

■
笹
野
み
ち
子
＆
遠
藤
幸
男
室
内
楽
演
奏
会
　
　

日
時
　
２
月
２０
日
�
午
後
２
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
白
百
合
学
園
中
学
校
ホ
ー
ル
　
　
　

料
金
　
２
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
９
５
２
６ 
¦
１
０
３
３
　

　
　
　
　
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
み
な
と
ま
ち
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
文
屋
治
美
氏
（
チ
ェ
ロ
・
札
幌
交
響
楽
団
）

　
　
　
立
石
智
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２０
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
み
な
と
ま
ち
皮
膚
科
菊
地
医
院
（
亀
田
港

　
　
　
　
町
３９
　
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
４０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４０ 
¦
３
７
１
０
（
同
医
院
）
　
　
　

■
は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
皆
さ
ん
で
な
つ
か
し
い

　
童
謡
唱
歌
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
〜
　
　
　

講
師
　
細
谷
悦
子
氏
（
日
本
演
奏
連
盟
会
員
）
　

日
時
　
２
月
２２
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー
（
千
代
台
町
）
　
　
　
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
３
３
８
５
（
大
原
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

当 

前 

 
¦
 

 
¦
 

 
¦
  

¦
 

 
¦
 

 
¦
 

 
¦
 

当 

前 

当 

前 

当 

前 
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^Σ
^） 



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
札
幌
生
ま
れ
。
札
幌
大
谷
短
期
大
学
美
術
課
卒
業
。
学
生
の
時
憧
れ
て
い
た
函
館
に
暮
ら
し
、
夫
の
イ
ン
ド
カ
レ 

　
　
　
　
　
　
　
ー
シ
タ
ー
ル
店
を
手
伝
う
。
函
館
演
劇
鑑
賞
会
事
務
局
長
４
年
目
。
全
国
演
鑑
連
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
２
期
目
。 

 

　
ハ
グ
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
か
。

ハ
グ
と
は
「
抱
き
し
め
る
」
こ
と
だ

が
、
日
本
で
は
あ
ま
り
し
な
い
よ
う

だ
。
私
は
子
供
の
時
か
ら
家
族
や
友

達
と
ハ
グ
し
て
い
る
が
、
理
由
を
考

え
た
こ
と
が
な
い
。
状
況
に
よ
っ
て

意
味
も
変
わ
る
し
、
そ
の
影
響
力
も

違
う
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
意
味
を
考
え

た
こ
と
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
子
供
の
頃
、
ハ
グ
は
安
心
感
を
も

た
ら
す
も
の
だ
っ
た
。
悲
し
い
時
、

寂
し
い
時
、
母
が
抱
き
し
め
て
く
れ

る
と
、
人
生
で
ど
ん
な
困
難
に
直
面

し
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
い
う
勇

気
を
も
ら
っ
た
。
高
校
生
の
頃
、
ハ

グ
は
感
情
を
伝
え
る
た
め
に
し
た
。

彼
が
ハ
グ
し
て
く
れ
る
度
、
私
を
大

事
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
。
私
の
人
生
の
一
部
で
あ
る
家
族

や
友
達
と
離
れ
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
行
っ
た
瞬
間
か
ら
ず
っ
と
、
ハ
グ

は
懐
か
し
さ
を
表
す
も
の
だ
。
空
港

で
ハ
グ
し
た
ら
、
ど
ん
な
言
葉
で
も

伝
え
ら
れ
な
い
本
音
が
感
じ
ら
れ
て

泣
き
始
め
て
し
ま
う
。
ハ
グ
で
感
じ

ら
れ
る
体
温
が
私
を
守
っ
て
く
れ
る

と
信
じ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
　

　
今
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る

家
族
に
、
ク
リ
ス
と
い
う
留
学
生
が

訪
ね
て
き
た
。
ク
リ
ス
と
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
は
本
当
の
家
族
み
た
い
な

の
に
、
ク
リ
ス
が
帰
る
時
お
母
さ
ん

に
ハ
グ
し
た
ら
、
お
母
さ
ん
は
ち
ょ

っ
と
ぎ
こ
ち
な
い
感
じ
が
し
た
。
そ

ん
な
に
ハ
グ
と
い
う
の
は
不
自
然
な

こ
と
か
と
そ
の
時
思
っ
た
。
　
　
　

　
言
葉
は
脳
を
使
う
こ
と
だ
。
脳
を

使
っ
て
考
え
る
の
は
、
感
情
を
理
論

的
に
、
理
想
的
に
し
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
ハ
グ
は
体
温
。
言
葉
が
要
ら

ず
、
安
心
感
も
本
音
も
伝
え
ら
れ
る
。

　
人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
で
う
つ
病
に
な
る
人
が
世
界

的
に
増
え
て
い
る
現
代
の
社
会
で
は
、

ハ
グ
こ
そ
一
番
必
要
だ
。
誰
で
も
い

い
か
ら
、
今
、
周
り
の
大
切
な
人
た

ち
に
ハ
グ
で
心
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と

思
う
。
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

別
れ
る
時
、
ぎ
ゅ
ー
っ
と
ハ
グ
す
る

こ
と
で
大
事
に
思
う
気
持
ち
を
表
わ

す
つ
も
り
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
舞
台
で
は
時
空
が

飛
び
交
い
ま
す
。
あ

る
場
面
で
は
小
樽
、

次
の
場
面
で
は
東
京

へ
。
ま
た
、
過
去
へ

行
っ
た
り
未
来
へ
行

っ
た
り
し
ま
す
。
演

じ
る
人
と
観
る
人
が

一
体
と
な
っ
て
創
り

だ
す
不
思
議
な
空
間

で
す
。
　
　
　
　
　

　
昨
年
、
函
館
演
劇

鑑
賞
会
は
創
立
４０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

当
時
、
市
民
会
館
が

完
成
し
、
定
期
的
な

劇
団
公
演
が
可
能
に

な
り
、
「
東
京
で
上

演
さ
れ
て
い
る
生
の

素
晴
ら
し
い
演
劇
を
こ
の
地
で
観
た

い
」
と
い
う
願
い
は
、
東
京
と
地
方

を
連
携
し
た
鑑
賞
団
体
を
函
館
に
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
実
現
し
ま
し

た
。
函
館
の
会
の
発
足
は
、
同
時
に

北
海
道
に
お
け
る
演
劇
鑑
賞
運
動
の

ス
タ
ー
ト
に
な
り
、
翌
年
、
札
幌
と

旭
川
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
観

る
だ
け
で
は
な
く
運
営
に
も
参
加
す

る
会
員
制
の
会
で
、
現
在
は
北
海
道

に
７
団
体
あ
り
、
全
国
で
は
１
４
４

団
体
あ
り
ま
す
。
発
足
時
、
あ
る
い

は
、
会
存
続
の
危
機
を
乗
り
越
え
、

そ
の
時
代
に
携
わ
っ
た
大
勢
の
人
達

の
英
知
を
守
り
、
発
展
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
文
化
は
形
の
見
え
な
い
も
の
、
人

か
ら
人
へ
つ
な
ぎ
、
育
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
演
劇
は
舞
台
文
化
（
舞
台

装
置
、
音
楽
、
人
の
動
き
の
美
し
さ
）
、

劇
場
と
い
う
空
間
で
、
客
席
に
座
り

姿
勢
を
正
し
、
そ
の
目
線
に
広
が
る

も
の
は
・
・
・
、
人
が
人
を
演
じ
る

人
間
ド
ラ
マ
で
す
。
そ
れ
は
人
間
の

生
き
方
を
励
ま
し
て
く
れ
る
も
の
と

信
じ
て
い
ま
す
。
今
年
は
明
治
時
代

小
樽
で
逞
し
く
生
き
た
女
性
達
が
主

人
公
の
舞
台
、
文
化
座
の
『
て
け
れ

っ
つ
の
ぱ
』
か
ら
始
ま
り
、
魅
力
的

な
演
劇
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
６
本
続

い
て
い
ま
す
。
函
館
に
『
舞
台
を
鑑

賞
す
る
文
化
』
を
広
げ
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
回
は
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ム
ジ
カ
ン
テ

主
宰
関
口
美
香
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　



　 
           

○
如
月
射
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
１３
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
３
回
西
部
地
区
伝
達
講
習
会
　

日
程
　
２
月
２０
日
�
　
　
　
　
　
　

　
 

 ○
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
研
修
会
・
普
及

　
型
競
技
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
２７
日
�
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
２
月
月
例
会
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

○
イ
ン
ド
ア
記
録
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
２０
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

○
道
南
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
　
　
　
　

日
程
　
２
月
５
日
�
・
６
日
�
　
　

会
場
　
市
内
及
び
近
郊
中
学
校
　
　

　 
 

○
新
榮
杯
函
館
地
区
小
学
生
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
１１
日
�
・
１２
日
�
　
　

会
場
　
桔
梗
小
学
校
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
指
導
者
・
母
集
団
研
修
　
　
　
　

日
程
　
２
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　

○
函
館
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会

日
程
　
２
月
１３
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
民
プ
ー
ル
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
・
テ
ス
ト

日
程
　
２
月
６
日
�
・
１３
日
�
　
　

　
　
　
２０
日
�
・
２７
日
�
　
　
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ス
キ
ー
一
般
級
別
テ
ス
ト
　
　
　

日
程
　
２
月
６
日
�
・
１３
日
�
　
　

　
　
　
２０
日
�
・
２７
日
�
　
　
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
一
般
級
別
テ
ス
ト

日
程
　
２
月
６
日
�
・
２７
日
�
　
　

会
場
　
ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場
　
　

○
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選

　
手
権
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　  

◎
平
成
２２
年
度
市
民
体
力
テ
ス
ト
会
　

○
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル

　
チ
ェ
ッ
ク
」
　
　
　
　
　
　
　
　

○
新
体
力
テ
ス
ト
　
　
　
　
　
　 

・
１６
歳
〜
６４
歳
ま
で
の
男
女
の
部 

・
６５
歳
以
上
の
男
女
の
部
　
　
　
　

○
体
力
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１３
日
�
午
前
９
時
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
８０
名（
先
着
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
９
日
�
ま
で
所
定
の

　
　
　
　
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

　
　
　
　
函
館
市
体
育
協
会
（
�
２７

　
　
　
　
¦
１
０
０
４
）
ま
た
は
市

　
　
　
　
民
体
育
館
へ（
電
話
申
込
可
） 

　 
                          

全
国
強
化
選
手
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　

　
全
国
強
化
選
手
へ
の
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

　
選
考
会
へ
参
加
し
、
選
ば
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
強
化
選
手
と
な
っ
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　

　
東
京
で
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
筋

ト
レ
等
の
基
礎
体
力
づ
く
り
や
攻
撃

と
守
備
の
部
分
練
習
か
ら
ゲ
ー
ム
へ

と
多
彩
な
練
習
を
し
ま
す
。
　
　
　

　
強
化
選
手
は
、
ど
ん
な
人
が
集
ま

っ
て
い
る
の
で
す
か
？
　
　
　
　
　

　
全
国
か
ら
２０
人
集
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
背
が
高
く
（
１
７
０
ｃ
ｍ
以
上
）

体
格
が
い
い
人
ば
か
り
で
す
。
　
　

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
何
で
し
た
か
？
　
　
　
　
　

　
中
学
２
年
生
に
な
っ
た
時
、
部
活

が
で
き
た
の
と
、
お
父
さ
ん
が
以
前

し
て
い
た
の
で
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力
は
何
で
す

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
練
習
を
重
ね
て
い
く
と
シ
ュ
ー
ト

が
決
ま
っ
て
い
く
こ
と
や
フ
ェ
イ
ン

ト
を
使
っ
て
相
手
を
上
手
く
交
わ
し

た
時
、
自
分
が
上
手
く
な
っ
て
い
る

と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　

　
練
習
は
、
ど
の
く
ら
い
し
て
い
ま

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
体
育
館
を
使
え
る
日
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
週
５
日
だ
け
で
す
。

　
練
習
内
容
で
、
重
視
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
　

　
シ
ュ
ー
ト
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
シ
ュ
ー
ト
が
あ
る
の
で

一
つ
一
つ
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
の
中
で
、
自
分
自
身
で
気
を

付
け
て
い
る
所
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
や
声
を
か
け
る
こ

と
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
練
習
は
、
辛
く
な
い
で
す
か
？
　

　
辛
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
い

と
思
う
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
。
　

　
今
ま
で
出
場
し
た
大
会
で
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
大
会
は
？
　
　
　
　

　
高
校
生
と
試
合
を
し
て
勝
っ
た
時

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
　
　
　
　

　
函
館
は
、
チ
ー
ム
数
が
少
な
い
で

す
が
、
試
合
は
ど
の
よ
う
に
組
ま
れ

て
い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
中
学
生
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
と

も
試
合
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
他
の
競
技
の
違

う
と
こ
ろ
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
シ
ュ
ー
ト
の
時
、
思
い
っ
き
り
投

げ
る
の
が
他
の
種
目
と
違
う
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
別
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
す
か
？
　

　
今
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
始
め
る
ま
で
は
陸
上
競
技

を
し
て
い
ま
し
た
。
１
０
０
ｍ
走
の

お
陰
で
走
っ
て
も
疲
れ
な
い
し
、
高

跳
び
の
お
陰
で
ジ
ャ
ン
プ
力
が
付
き

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
将
来
は
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　
社
会
人
に
な
っ
て
も
チ
ー
ム
に
入

っ
て
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
尊
敬
す
る
人
は
、
ど
な
た
で
す
か
？

　
三
浦
力
先
生
で
す
。（
桔
梗
中
監
督
）

　
家
族
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
す
か
？

　
妹
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま

す
し
、
お
父
さ
ん
も
以
前
は
し
て
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
将
来
的
に
は
、
日
本
代
表
で
す
。

　 　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大

い
に
力
を
付
け
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。 



　
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
年
末
年
始
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
た
か
。
私
は
年
明
け
恒
例
の

各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
み
で
、
テ
レ

ビ
の
前
に
齧
り
つ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
心
に
残

る
場
面
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
で
８７
回
目
の
箱
根
駅
伝
（
東

京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
）
は
、

例
年
１
月
２
日
と
３
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
大
学
駅
伝
の
関
東
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
決
め
る
地
方
大
会
で
、
も

は
や
正
月
の
風
物
詩
で
す
ね
。
一
般

的
に
は
、
出
雲
駅
伝
、
全
日
本
大
学

駅
伝
、
箱
根
駅
伝
を
併
せ
て
「
大
学

三
大
駅
伝
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
大
学
２０
チ
ー
ム
が
熱
き
戦

い
を
展
開
し
て
く
れ
ま
し
た
。
見
所

の
１
つ
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
山

の
神
」
こ
と
柏
原
竜
二
選
手
（
東
洋

大
学
３
年
）
で
す
。
坂
道
に
め
っ
ぽ

う
強
い
柏
原
選
手
は
、往
路
５
区（
２３

・
４
キ
ロ
）
の
山
登
り
で
、
過
去
２

年
連
続
区
間
新
記
録
を
マ
ー
ク
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
そ
の
走
り
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
一

方
で
、
柏
原
選
手
は
ケ
ガ
な
ど
で
今

シ
ー
ズ
ン
は
箱
根
に
至
る
ま
で
不
調

で
し
た
。
こ
ん
な
と
き
ほ
ど
不
安
に

駆
ら
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
今

大
会
で
は
３
位
で
タ
ス
キ
を
受
け
継

ぎ
、
最
初
か
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
一
気

に
２
人
を
抜
き
去
っ
て
見
事
往
路
優

勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
挫
け
そ
う

に
な
る
心
を
立
て
直
す
た
め
に
は
、

そ
の
都
度
自
身
を
省
み
る
こ
と
と
共

に
目
標
を
再
認
識
す
る
な
ど
、
強
い

気
持
ち
を
再
奮
起
さ
せ
続
け
な
け
れ

ば
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
今
大
会
で
総
合
優
勝
し
た

早
稲
田
大
学
の
高
野
寛
基
選
手
（
早

稲
田
大
学
４
年
）
は
、
復
路
６
区
で

氷
に
足
を
と
ら
れ
、
滑
っ
て
転
倒
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
す
ぐ
に
起
き
上
が
っ
て
ト
ッ
プ
で

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
高
野
選

手
は
４
年
生
で
初
の
箱
根
駅
伝
で
し

た
。
下
り
の
専
門
と
し
て
練
習
を
積

み
重
ね
、
チ
ー
ム
の
期
待
を
一
身
に

受
け
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
、
あ
の
転
倒
を
も
ろ
と

も
せ
ず
、
そ
の
後
の
落
ち
着
い
た
走

り
に
は
や
は
り
心
の
強
さ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　

　
選
手
は
、
監
督
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
る
多
く
の

人
た
ち
の
期
待
を
背
負
い
、
裏
切
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
自
身
の
気
持

ち
が
重
圧
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
上
回
る
勝
利
へ
の

執
着
心
、
練
習
量
な
ら
負
け
な
い
、

と
い
う
よ
う
な
絶
対
的
な
自
信
が
選

手
を
突
き
動
か
し
て
い
る
こ
と
も
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
箱
根
駅

伝
も
、
精
神
面
で
の
攻
防
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
　

　
こ
う
い
っ
た
様
々
な
精
神
的
デ
ッ

ド
ヒ
ー
ト
が
見
ら
れ
る
の
も
駅
伝
の

醍
醐
味
で
あ
り
、
一
味
違
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　 

　
１
９
７
８
年
愛
知
県
名
古
屋
市
生
ま
れ
。

日
本
体
育
大
学
大
学
院
体
育
科
学
研
究

科
体
育
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期

退
学
。
体
育
科
学
修
士
。
函
館
大
谷
短

期
大
学
講
師
。
健
康
運
動
指
導
士
。
専

門
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、
幼
児
教
育
、
水

泳
（
１
９
９
９
年
ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
競

技
大
会
日
本
代
表
）
、
日
本
体
育
協
会

公
認
コ
ー
チ
（
水
泳
）
。 

　
今
回
は
１
月
１１
日
〜
１４
日
の
４
日

間
に
わ
た
り
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場

で
実
施
さ
れ
た
「
伊
藤
み
ど
り
ｉｎ
函

館
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
に

参
加
し
た
大
室
明
加
さ
ん
で
す
。
こ

の
教
室
は
１
９
９
２
年
ア
ル
ベ
ー
ル

ビ
ル
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
の
伊
藤
み
ど
り
さ
ん
か
ら
直
接

指
導
を
受
け
る
事
が
で
き
、
各
ク
ラ

ス
と
も
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。 

                              

       

　
私
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
伊
藤
み

ど
り
さ
ん
の
教
室
に
お
う
ぼ
し
、
今

年
で
４
回
目
の
参
加
で
す
。
初
め
は

ち
ょ
っ
と
こ
わ
そ
う
に
見
え
た
先
生

も
、
習
っ
て
み
た
ら
初
対
面
の
人
に

も
と
て
も
や
さ
し
い
先
生
で
し
た
。

教
室
で
は
片
足
で
す
べ
っ
た
り
、
コ

ー
ナ
ー
を
曲
が
る
練
習
を
し
た
り
し

ま
す
。
習
っ
た
中
で
苦
手
な
の
は
、

バ
ー
を
く
ぐ
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
を
つ

か
っ
て
ド
リ
ブ
ル
し
た
り
す
る
事
で

す
。
特
に
好
き
な
の
は
ジ
ャ
ン
プ
で

す
。
ジ
ャ
ン
プ
の
練
習
を
す
る
と
、

友
達
に
す
ご
い
な
ー
と
言
わ
れ
、
と

て
も
う
れ
し
い
か
ら
で
す
。
ほ
か
に

も
教
室
で
は
、
逆
お
に
ご
っ
こ
を
し

た
り
、
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
リ
レ

ー
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
い
つ
も
、

私
が
い
る
チ
ー
ム
は
負
け
て
し
ま
っ

て
ば
つ
ゲ
ー
ム
の
う
で
立
て
ふ
せ
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
終
日
は
勝

て
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
毎
年
、
先
生
は
音
楽
に
合
わ
せ

て
お
ど
っ
て
く
れ
た
り
、
ジ
ャ
ン
プ

や
ス
ピ
ン
を
実
際
に
す
べ
っ
て
見
せ

て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
と
て
も
か
っ

こ
い
い
し
、
あ
ん
な
風
に
す
べ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
み
た
い
で
す
。
今
年
、

お
母
さ
ん
が
小
学
校
の
時
に
は
い
て

い
た
真
っ
赤
な
ス
ケ
ー
ト
ぐ
つ
が
や

っ
と
は
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
教
室
が
あ
れ
ば
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　 



　 
            

◎
石
川
　
木
連
続
講
座
　
　
　
　
　

　
「
　
木
の
あ
し
あ
と
」
　
　
　
　

○
第
１
回
「
　
木
小
説
と
北
海
道
」

　
今
年
は
　
木
没
後
９９
年
を
迎
え
ま

す
。
　
木
が
本
当
に
書
き
上
げ
た
か

っ
た
の
は
小
説
で
あ
り
、
小
説
家
が

目
的
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
北
海
道

を
舞
台
に
し
た
４
つ
の
小
説
と
北
海

道
文
学
に
視
点
を
あ
て
な
が
ら
、
　

木
小
説
の
位
置
づ
け
を
検
証
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
２
時
　
　

○
第
２
回
「
　
木
と
郁
雨
」
　
　
　

　
　
木
を
支
え
た
友
人
の
中
で
、
宮

崎
郁
雨
は
特
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
物
で
す
。
新
書
版
で
活
字
化

さ
れ
た
郁
雨
の
「
歌
集
『
一
握
の
砂
』

を
読
む
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、
郁
雨

の
人
間
像
と
　
木
と
の
関
係
に
つ
い

て
分
析
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
５
日
�
午
後
２
時
　
　

○
第
３
回
「
国
際
人
　
木
」
　
　
　

　
　
木
の
作
品
は
１０
数
カ
国
で
翻
訳

さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
で
　
木
は
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

か
、
あ
る
い
は
ま
た
　
木
自
身
が
韓

国
や
中
国
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
等

と
い
っ
た
国
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
探
っ
て

み
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
２６
日
�
午
後
２
時
　
　 

講
師
　
桜
井
健
治
氏
（
日
本
近
代
文

　
　
　
　
学
会
会
員
）
　
　
　
　
　

定
員
　
各
回
５０
名
（
申
込
順
）
　
　

※
申
込
み
は
各
回
と
も
電
話
で
　
　 

◎
文
学
の
夕
べ
特
別
企
画
　
　
　
　

　
第
６
回
朗
読
で
綴
る
函
館
の
文
学

　
「
函
館
が
生
ん
だ
長
谷
川
海
太
郎

　
の
文
学
〜
生
誕
１
１
０
年
に
ち
な

　
ん
で
〜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
長
谷
川
海
太
郎
は
、
谷
譲
次
・
林

不
忘
・
牧
逸
馬
と
い
う
三
つ
の
筆
名

を
用
い
て
一
時
代
を
風
靡
す
る
流
行

作
家
と
な
り
ま
し
た
。
海
太
郎
は
、

三
つ
の
筆
名
で
そ
れ
ぞ
れ
に
文
体
も

使
い
分
け
ま
し
た
が
、
そ
の
文
章
は

現
在
で
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
海
太
郎
の
魅
力
を
求
め
て
文

体
の
異
な
る
作
品
を
朗
読
し
ま
す
。

朗
読
　
朗
読
研
究
「
雪
の
会
」
　
　

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
後
２
時
　
　

定
員
　
５０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
文
学
館
に
て
１
月
２６
日
�

　
　
　
　
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
  

◎
土
曜
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
ア
イ
ヌ
の
歴
史
と
文
化
」
　
　

○
第
１
回
「
北
海
道
最
古
の
記
録
　

　
『
新
羅
之
記
録
』
に
み
る
４
〜
５

　
０
０
年
前
の
ア
イ
ヌ
」
　
　
　
　

　
「
新
羅
之
記
録
」
は
、
松
前
氏
の

先
祖
蠣
崎
氏
が
１
４
５
０
年
頃
か
ら

エ
ゾ
が
島
（
北
海
道
）
で
勢
力
を
伸

ば
し
、
松
前
藩
を
作
る
ま
で
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
北
海
道
最
古
の
記

録
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
北
海
道
に
は
１
万
年
以
上
前
の
縄

文
時
代
、
そ
の
前
の
旧
石
器
時
代
か

ら
人
が
住
ん
で
い
て
、
本
州
と
交
流

し
て
い
ま
し
た
。
１
４
５
０
年
頃
の

北
海
道
に
は
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
住

ん
で
い
ま
し
た
が
、
詳
し
い
こ
と
は

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　

　
「
新
羅
之
記
録
」
に
書
か
れ
て
い

る
、
松
前
氏
の
立
場
か
ら
見
た
ア
イ

ヌ
像
を
通
し
て
、
そ
の
頃
の
様
子
を

読
み
解
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
川
端
裕
介
氏
（
函
館
市
立
五

　
　
　
　
稜
中
学
校
教
諭
）
　
　
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
２
時
　
　

申
込
み
　
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　

○
第
２
回
「
太
櫓
川
川
筋
の
ア
イ
ヌ

　
語
地
名
を
読
む
」
　
　
　
　
　
　

　
Ι
太
櫓
場
所
支
配
人
守
屋
利
八
郎

　
潔
経
の
記
録
か
ら
Ι
　
　
　
　
　

　
「
新
羅
之
記
録
」
に
は
、
１
５
０

０
年
頃
せ
た
な
地
方
の
ア
イ
ヌ
が
、

蠣
崎
氏
と
戦
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
秋
田
県
で
見
つ
か
っ
た
幕
末
の
絵

図
な
ど
を
も
と
に
、
ア
イ
ヌ
の
人
た

ち
の
、
生
活
の
復
元
を
試
み
ま
す
。 

講
師
　
櫻
庭
博
氏
（
せ
た
な
町
文
化

　
　
　
　
財
保
護
審
議
会
委
員
・
北

　
　
　
　
檜
山
歴
史
散
歩
会
会
長
）

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
後
２
時
　
　

申
込
み
　
２
月
１２
日
�
か
ら
電
話
で

　 
  

◎
第
７
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１４
日
�
〜
３
月
２８
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名（
申
込
順
）　
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２７
日
�
〜
２
月
７
日
�

◎
第
７
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
（
昼
の
部
・
夜
の
部
）
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１７
日
�
〜
３
月
３１
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
昼
の
部
　
１２
時
〜
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
１５
分
　

　
　
　
夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
時
４５
分
　
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
昼
の
部
５０
名
　
　
　
　
　
　

　
　
　
夜
の
部
２０
名
（
申
込
順
）
　

申
込
み
　
１
月
３１
日
�
〜
２
月
１０
日
�

◎
第
５
回
専
科
コ
ー
ス
　
　
　
　
　

　
（
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
　
　

日
時
　
２
月
１９
日
�
〜
３
月
２６
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
６
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
２
８
８
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２２
日
�
〜
２
月
１２
日
�

◎
第
５
回
サ
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
コ
ー
ス

日
時
　
２
月
１９
日
�
〜
３
月
２６
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
６
回
）
　
　

　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
８
時
４０
分

受
講
料
　
２
８
８
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２２
日
�
〜
２
月
１２
日
�

◎
第
５
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ー
ス
　
　

日
時
　
２
月
２５
日
�
〜
３
月
２５
日
�

　
　
　
の
金
曜
日
（
全
４
回
）
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
１
９
２
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２１
日
�
〜
２
月
１８
日
� 

∧
器
材
点
検
日
以
外
の
使
用
制
限
∨

○
２
月
６
日
�
は
函
館
地
区
ジ
ュ
ニ

　
ア
水
泳
競
技
会
の
た
め
５０
ｍ
プ
ー

　
ル
は
、
午
後
２
時
ま
で
使
用
で
き

　
ま
せ
ん
。
な
お
、
２５
ｍ
プ
ー
ル
・

　
１５
ｍ
プ
ー
ル
・
幼
児
プ
ー
ル
は
通

　
常
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。
　
　

※
ま
な
び
っ
と
広
場
選
択
科
目
対
象

　
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

■
お
詫
び
と
訂
正
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
号
の
表
紙
に
左
記
の
よ
う
な

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

                       

■
財
団
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　

　
平
成
２３
年
度
の
当
財
団
の
職
員
採

用
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
函
館
山
東
側
山
麓
部
の
「
い
こ
い

の
森
」
内
に
設
け
ら
れ
た
「
い
こ
い

の
広
場
」
に
入
る
と
木
製
の
朝
礼
台

に
似
た
高
床
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
花
見
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
む

た
め
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ッ
キ
（
多

目
的
デ
ッ
キ
）
」
で
す
。
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